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や場所に対して、時には矛盾している責任を自分に負わせてしまうこともよくあります。これからのキャリア
で求められるものを現実的に考えると、韓国語は言うまでもなく、日本語と中国語においていわゆる「ネイティ
ブレベル」の流暢さを身につける余裕はありません。自分の言葉は、これからもずっと不十分で、不完全で、
むらがあると思います。または、私はこれからも一つの言語や場所で起こっていることに全ての注意を払って
上手に耳を傾けることが出来ないかもしれません。したがって、どの集団に向けても、完璧に発言することな
ど出来ません。これからも、何か現状か背景を把握しきれていないせいで、適切なことが言えなくて申し訳な
くなると思います。
　しかし、自分にとってはこんなに困難なことだからこそ、ものを言ったり、お互いの言うことに耳を傾けた
りする時の寛大さ、または計り知れない可能性を強く感じています。これは、読むこと、書くことによっても
行われますし、もちろん直接会う時には話すこと、聞くことによって行われます。ここで強調したいのは、私
たちは生身の人間として自らの経験から話して、その瞬間には他者に反応したりつながったりしようとし、結
果が分からなくても勇気を出して身をさらしているということです。
　私が個人的な経験や、クィア／フェミニスト研究への愛着について語ることは、インダーパルから教わった
もののおかげです。声を上げる人が誰もいない時に、自分の声を恐れずに率直に話すことの重要性を教えても
らったのです。または、他の女性、クィアの人、有色人種の人々といったマイノリティのおかげで色々なこと
について語るようになりました。私は常に彼女ら、彼らの共感や勇気に圧倒され、励まされるのです。この講
演を準備している過程においても、私が考えたことを強く肯定して、励ましてくれる友人たちがいました。
　そして、自分の「日本語での声」を見つけられたのは、ある意味でこの一年ぐらいの間に築いてきた何人か
の日本人のクィアの女性との友情のおかげです。彼女らは、私の見た目や非ネイティブの日本語、あるいは博
士号を気にしたりすることはありませんでした。恋愛や、クィア理論、そしてレズビアン文学について話して
いた時に、時間をかけて考えをまとめても、彼女らは辛抱強く待ったり、私の日本語を聞いたりしてくれて、
日本社会に溶け込めない外国人の変わっているところを気に留めませんでした。面白くて、頭の回転が速い、
とても思いやりのある女性たちを相手にしながら、心から大事にしていることについて日本語で会話すること
は、本当に楽しかったです。日本語を話し続ける動機のようなものを考えると、私は真っ先に彼女たちのこと、
まだ出会ってもいないクィアの、フェミニストの女性たちのことを思い浮かべます。
　この講演は、元々英語話者のオーディエンスを対象としたものでしたが、早稲田大学の公開講演において、
クィアの人種的マイノリティの女性というアイデンティティに言及する際に、自分の言葉を日本語にする意義
があると思いました。このようなイベントが無事に行われたのは、原稿の下訳を努めたフェミニズム研究に携
わる研究者たち、女性作家の研究者兼翻訳家である由尾瞳先生、そして字幕を担当してくれた、由尾先生の素
晴らしい教え子である寶藏寺伽奈さんのおかげです。自分の原稿の翻訳に取り組みながら、もう一つの「日本
語での声」をも見つけました。日本で滞在した時間を締めくくるのに、このような形で講演をすることができ
たのは、感謝してもしきれないほど貴重なものです。
　早稲田大学で受入教授になって下さった十重田裕一先生には、これからもずっと感謝します。早稲田の特別
研究員になって、研究に専念しながら定職に就くことが出来ただけでなく、休息の場を与えられて、大学の中
の役割と関係なくより充実した一人の人間として成長することが出来ました。早稲田への扉を開いて下さった
十重田先生に加えて、由尾瞳さんは私を自分のゼミに迎え入れてくれたり、教育や文学、フェミニズムなどに
ついてたくさん話してくれたりして、私の知っている「早稲田」という場を完全に変えてくれました。アメリ
カで教えてきた学生は言うまでもなく、瞳さんのゼミの学生たちは、私に言い表せないほど多くのことを教え
てくれて、今日の講演にもインスピレーションを与えてくれました。そして、瞳さんの大きな存在、または揺
るぎない友情によって、私は早稲田のことを心から気にかけるようになって、早稲田という空間を超える様々
な意味で心を開くきっかけにもなりました。この講演を準備するにあたって、何度も自意識過剰で恥ずかしく
なったり、混乱したりして、時には辛い思いもしました。しかし、瞳さんに呼ばれたら、私は喜んで何度でも
早稲田に足を運びたいと思います。ものを言ったり、教えたり、他の繋がり方を模索したりするために。
　今日はご清聴どうもありがとうございました。
